
問  題  番  号
正　  答　  ま　  た　  は　  正　  答　  例

配　点
評　  価　  上　  の　  留　  意　  事　  項

問 小　問 小問 計

1

⑴ イ，ウ 3

28

⑴は，順序は問わない。

⑵ 選択肢Ａ ウ 3選択肢Ｂ カ
⑶ ア，エ 3 ⑶は，順序は問わない。
⑷ ウ 2

⑸ （例） 公家や寺社は，それまで荘園領主として持って
いた土地の権利を失った 3 ⑸は，「荘園領主」の語を使い，正答例と同等の内容が書かれているものを正答とす

る。なお，指定語句に誤字が含まれていても減点しない。
⑹ イ 2

⑺
記号 ウ

3
⑺は，記号で「ウ」が選ばれているものを評価の対象とし，特徴に「年貢」の語を使い，
5 字以上 15 字以内で，正答例と同等の内容が書かれているものを正答とする。  
なお，指定語句に誤字が含まれていても減点しない。特徴 （例） 年貢を増やすことを重視した（13 字）

⑻ ウ，エ 3 ⑻は，順序は問わない。

⑼ 時期 Ｚ 3原因 イ
⑽ イ（→）ア（→）エ（→）ウ 3

2

Ⅰ

⑴

① 選択肢Ａ ウ 3

36

選択肢Ｂ カ

② アイヌ文化振興法 2 Ⅰ⑴②は，「アイヌ文化の振興並びにアイヌの伝統等に関する知識の普及及び啓発
に関する法律」も正答とする。

③ 島名 ウ 3総称 北方領土 Ⅰ⑴③総称は，「北方四島」「北方地域」も正答とする。

⑵
① （例） 原料である木材チップを輸入して，製品である

紙・パルプをつくって輸出する貿易 3
Ⅰ⑵①は，資料 1をもとに，「製品」「木材チップ」の語を使い，正答例と同等の内容
が書かれているものを正答とする。なお，指定語句に誤字が含まれていても減点
しない。

② （例） 第 2 次産業の割合が減少した 2 Ⅰ⑵②は，資料 2から読み取れることをもとに，第 2次産業に着目し，正答例と同
等の内容が書かれているものを正答とする。

⑶

①

い イ

3
う ウ
え エ
お カ
か ク

②

ⅰ エコツーリズム 2

ⅱ （例） 人口が同規模の釧路市や帯広市と比べて，苫小
牧市は貨物用車両数が多いから 3 Ⅰ⑶②ⅱは，資料 6をもとに，釧路市や帯広市と比較して，正答例と同等の内容が

書かれているものを正答とする。

ⅲ （例） 寄付ありのナンバープレートの申込件数が多い 3
Ⅰ⑶②ⅲは，資料 7から読み取れることを，「寄付」の語を使い，正答例と同等の内
容が書かれているものを正答とする。なお，指定語句に誤字が含まれていても減
点しない。

Ⅱ

⑴ Ａ アメリカ 3 Ⅱ⑴Ａは，「アメリカ合衆国」「米国」も正答とする。
Ｂ 中国 Ⅱ⑴Ｂは，「中華人民共和国」も正答とする。

⑵ ア，ウ 2 Ⅱ⑵は，順序は問わない。

⑶
① ア 2

② （例） 豚肉の生産量は増加しているが，大豆の生産量
は減少しているから 3 Ⅱ⑶②は，資料 12 から読み取れることをもとに，正答例と同等の内容が書かれて

いるものを正答とする。

⑷ （例） 自然環境の保護と経済の発展（13 字） 2 Ⅱ⑷は，「自然環境」「経済」の語を使い，10 字以上 15 字以内で，正答例と同等の内
容が書かれているものを正答とする。

3

Ⅰ

⑴ ①
あ ア

2

36

い エ
う キ

② イ 2

⑵ ① （例） 企業数の割合は 1％と少ないが，製造品出荷額
等の割合は約半数を占めている 3 Ⅰ⑵①は，「企業数」「製造品出荷額等」の語を使い，正答例と同等の内容が書かれて

いるものを正答とする。なお，指定語句に誤字が含まれていても減点しない。
② ベンチャー企業 2

⑶

① 労働基準法 2
② 立法機関 2

③
え 参議

3

Ⅰ⑶③については，えに「参議」が書かれているものを評価の対象とし，次の⒜，⒝
を満たしているものを正答とする。
⒜「多様な意見を反映」と同等の内容が書かれている。
⒝「慎重な審議を行う」と同等の内容が書かれている。

・⒜を満たすものは 2点とする。
・⒝を満たすものは 2点とする。

理由 （例） 多様な意見を反映し，慎重な審議を行うため

⑷ ①
お カ

3か エ
き イ

② ア，ウ 3 Ⅰ⑷②は，順序は問わない。

⑸ ① ワーク・ライフ・バランス 2 Ⅰ⑸①は，「ワーク・ライフ・バランス」の「・」の有無は問わない。
② ウ，エ 2 Ⅰ⑸②は，順序は問わない。

Ⅱ

⑴ ウ 2
⑵ 季節風 2

⑶

（例）
理由
世界の中でも地熱資源量が多く，小水力，太陽光， 
風力と比べて，発電費用が安く，設備利用率が高い
（46 字）
課題
開発可能地域が少なく，小水力，太陽光，風力と
比べて，発電設備の設置にかかる期間が長い（42 字）

6

Ⅱ⑶については，
・次の⒜～⒟を満たしているものを正答とする。
⒜資料 5， 6 からそれぞれ読み取れることにふれて書いている。
⒝理由と課題について，それぞれ 30 字以上 50 字以内で書いている。
⒞理由は資料 5から「小水力，太陽光，風力と比べて発電費用が安い，設備利用
率が高い」等，資料 6から「地熱資源量が多い」等と同等の内容が書かれている。

⒟課題は資料 5から「小水力，太陽光，風力と比べて発電設備の設置にかかる期
間が長い」等，資料 6から「開発可能地域が少なく」等と同等の内容が書かれて
いる。

・⒜⒝と⒞を満たすものは 3点とする。
・⒜⒝と⒟を満たすものは 3点とする。

令 和 ５ 年 度 入 学 者 選 抜 学 力 検 査 問 題　　社　会　　　正 答・正 答 例 及 び 評 価 基 準
※解答欄に語句が印刷されている問題では，同じ語句が重複して書かれていても正答とする。
※複数の小問をあわせて配点しているものは，すべて正しい場合のみ正答とする。
※「正答または正答例」の欄に（例）と示されている小問では，前後の文脈により正答例と同等の内容であると判断できる場合の誤字，脱字は減点しない。


